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発 生 的 な社 会 と して のuniversitasで あ る。 設 立 「契 約 」 に 基 づ い て 人為 的 に

形 成 され る社 会 的 団体 は み な こ のsocietas範 疇 に 入 る。 国 家 は も ち ろ ん の こ

と,極 端 な場 合 に は家 族 に至 る まで ,あ らゆ る 「社 会 」 の起 源 を構 成 員 の 「契

約 」 に 還 元 す る(社 会 契 約 説)。 この こ と を
,Yル ケ は 自然 法 の 社 会 理 論 の

特 徴 と して と りわ け 強 調 す る。

3プRイ セ ン普 通 ラ ン ト法[PreuBischesAIIgemeinesLandrecht〕 に お い

て,GemeindeはGemeineと 表 記 さ れ て お り
,シ ュ タ イ ン 都 市 条 令 も

Gemeindeに 対 して この表 記 を用 い て い る。
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統 一 思 想[Einheitgedanken]を 生 か し続 け た 「皇 帝 と ラ イ ヒ」 と い う呪

文 が 血 肉 を勝 ち え る に 至 る と,新 た な 全 ドイ ツ 国 家[derneuedeutsche

Gesamtstaat]も ま た,支 分 国[Einzelstaat]と 人 民 の 総 体 を と も に 基 盤

とす るゲ ノ ッ セ ン シ ャ フ ト的 な ゲ マ イ ン ヴ ェ ー ゼ ン と し て 誕 生 し た 。 ラ

イ ヒ の 偉 大 な る建 築 家 で あ り,世 紀 の 随 一一の 政 治 家 で あ り,シ ュ タ イ ン

よ り も 巨 大 な も の を も た ら し た 人 物[ビ スマ ル ク]が,天 才 的 な確 実 さ

で,国 民 国 家 の 理 念 か ら そ の 魅 力 を 引 き出 し た の で あ っ た 。

か くて 絶 対 主 義 時 代 の ア ン シ ュ タ ル ト的 国 家 は 近 代 の ゲ ノ ッセ ン シ ャ

フ ト的 な 国 家 に 移 行 し た 。 世 俗 の 最 高 の権 力 の 担 い 手 と し て の 国 家 は,

我 々 に と っ て 生 け る ゲ マ イ ン ヴ ェ ー ゼ ン で あ る。 そ の 力 強 い 統 一 は,人

民 の 力 全 体 の 有 機 的 統 合 に 由 来 す る 。 国 家 に お い て 人 民 自 身 が 人 格

[Person]と な る。 こ の 人 格 的 存 在[Pers6nlichkeit]が 内 在 的 全 体 人 格

[Gesamtperson]で あ る。 こ の 人 格 は 大 き な 身 体 の 全 身 各 分 肢 に 宿 り,

そ れ ら の 分 肢 か ら あ ら ゆ る 献 身 と義 務 た る 奉 仕 と を 強 く要 求 す る。 しか

し こ の 人 格 は分 肢 に 対 し 自 ら の 不 滅 の 存 在 に 参 与 す る権 利 を保 障 し もす

る。 国 家 権 力 の 最 高 の 諸 機 能 の 行 使 に 際 して 選 出 さ れ た 人 民 代 表 が 議 決

を行 う と い う協 力 だ け で な く,裁 判 に お け る 民 間 人[nichtbeamtete

Volksgenossen]の 協 力 や7行 政 に お け る 国 家 的 自治 が 行 わ れ る 分 野 で

も,人 民 が 国 家 生 活 へ の 積 極 的 な 多 層 的 参 加LaktiveWiederbeteili-

gung]が 見 ら れ る の で あ る。

訳 注

1Korperschaftと 後 出のKorporationの 語 は,と もに団体 の法概 念 を示 す の

で あるが,と りわけ ギー ルケにおいては,両 者 を区別 す ることは極め て重要 で

ある。彼 に よれ ば7前 者 が団体 人格 が構成 員の総体 に内在 す る 「ゲルマ ン的」

団体概 念で あ るのに対 して,後 者は,1ロ ーマ 法的i団 体概 念で あって,構 成

員総体 とは全 く別個 の 「擬 制的 人格」 を想定す るか,自 然 人の 「代表者」 を要

求 す る。和訳は 困難 と思 われたの で,と もに 「団体」 とし,常 に原語 を併記す

るこ ととした。

2こ こで い う 「自然法 的社 会理論 にお け るSoziet且t」 とは,自 然 法論 にお い

て 「societas」 として概 念化 され る社 会団体 の範疇 で あ る。 その対概 念は 自然
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シュ タインは,都 市 に プ ロ イセ ン救 済 の 礎 を築 いたが ゆ えに,[都 市 の]

保 塁 だ け しか築 きえ なか っ た国 王ハ イ ン リヒ[HeinrichderStadtegrun-

der,876-934よ り も深 い意 味 で ドイ ツ の 都 市 の建 設者 とな っ た
。[Die

Po1漉 ん,Ausgabevon1968,S.211,な お初 版 は1835年]」 と。

しか し,そ の 後 の歴 史 的 経 験 に基 づ い て,シ ュ タ イ ンの 草 案 を法 律 に

まで 高 め た フ リー ドリヒ ・ヴィルヘルム三世FriedrichWilhelmIII ,1770-

1840]の 真 に王 た る所 業 が 及 ぼ した遠 隔作 用 を,我 々 は 多 くの 点 で もっ

と高 く評 価 せね ば ならない。

都 市 条令 は,団 体 的 な 自治[korperschaftlicheSelbstverwaltung]全

般 の 改 革 の 出 発 点 とな っ た。 発 展 の進 み具合 はゆ っ くりではあったが,

後 退 す る こ とは なか っ た。 しか し,最 後 に は,国 家 の い か な る分 肢 団体

に お い て も,ゲ マ イ ンヴ ェー ゼ ンが 自 ら行 政 を担 うとい う思 想が浸透 し

ていった。 この思想が,農 村 ゲ マ イ ンデ の 改 革 を規 定 し,そ の他 の 諸地

域 団体[Kommunalverband],郡[Kreis],州 の 組 織 を もれ な く支配 し,

公 法 的 ゲ ノ ッセ ン シ ャ フ トは,若 返 っ た り,新 た に 形成 され る こ と とな

り,そ こで果 て しな く豊 か な個 々 の 生命が覚醒 させ られた。

しか しそれ で十分 では ない!都 市 条令 が 火 をつ け た炎 の赤 く くすぶ る

お きの 中で,国 家 は 自 らゲ ノ ッセ ン シ ャ フ ト的ゲマ インヴェーゼ ン と融

合 す るこ とに なった。

フ ライヘ ル ・フォム ・シュタインは,国 民 の再 生 に努 力 してす ば ら し

い成 功 をお さめ た。彼 は7常 に,国 民再 生 は,国 家 とラ イ ヒ とが 国 民 の

中 に しっか り根づ いた ところで完 了す る と見 ていた。 シュ タインは,建

物 の修 繕 を都 市 条令 か ら始 め なければな らなか ったが ,そ の最 後 の仕 上

げ と して,彼 は 人民代 表 の 創 設 を考 え て い た し,そ の 努 力 を した。 運 命

は彼 の事 業 を進展 させ まい とした。 しか し隆盛 の一世 紀が国民 国家 を も

た らす こ とにな った。 シュ タインが国民国家へ の転換 を行 った後 に初め

て,プ ロ イ セ ン は ドイツ を引 っ張 って い くとい うその歴史 的使 命 を手 中

に収 め うるよ うになったのであ る。 そ して時満 ちて,ド イツ の魂 の 中に
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の大 ゲマ インヴェー ゼ ンの行 政 は厳格 に 中央集権化 され て い るの で あ

る。 これ らのゲマ インヴェー ゼ ンの編成 では,人 々 は1808年 の 都 市 条

令 で 既 に 計 画 され て い た ような,都 市 の 中 央機 関 に よ って選 任 され る区

長[Bezirkvorstehern]を 持 つ 市 区[Stadtbezirk]へ の 地 理 的 分 割 か ら,

先 に進 ん で は い な い。 これ では 市民全 貝に よる活力 あ る共 同生活へ の参

与はたや す くフィ クシ ョンにす ぎな くな る。 自治の教育的作用が広 まっ

て い くこ とはあ りえない。 ゲマ インシャフ トの豊か な力は休 眠状 態にあ

る。 国家官僚 とは毛色 が違 うとい うだけ の都 市官僚[の 力]が どん どん

拡 張 され て きた こ とを誰が否定 しよ うとす るだ ろ うか。 しか しiそ の 上

に,都 市 ゲ マ イ ン ヴ ェー ゼ ンの任 務 が広が って複雑化 し,他 方 で,利 害

関心 と階 級 の 対 立 が 増 大 した ことに よ り,都 市 の解 体 が深 刻 化 した。 ゲ

マ イ ンデの社 会政策的 な使命 は長 い間怠 られていたが,そ の後 こ う した

使 命 に気 付 くよ うにな り,そ して た め らいが ち な場 合 も,力 強 くと

い う場 合 もあ るが そ の 達 成 を引 き受 け たの であ る。人々 は一 貫 し

て,都 市制 度 法や 都 市行 政 法 の決 定 的 な改革 な しには達成 の困難 な新 し

い 目標 に向か って格 闘 し続け てい る。

しか し,い か な る障 害 が あ るにせ よ,都 市 の 自治 が 力 強 く要 求 され,

その 中核 が 健 全 さ を保 ち続 け,我 々 に とって今 日 もなお 価値 あ る財産 だ

と見 な されてい る とすれば,そ れ は第 一義 的 に,そ の 後 の どん な条令 に

よ っ て も,1808年 の偉 大 な改 革 事 業 の 基 本 的 特 徴 が 消 され なか ったお

かげで ある。 そ してt現 行 の都 市 条 令 に不 可 欠 な 改正 が古 い法律 に命 を

吹 き込ん でい る精神 で満 た されてすすめ られていけば,我 々 は,市 民 的

ゲマ イ ン ヴ ェー ゼ ンの 自治 が,将 来 に もあ らゆ る 困難 と危 険 とに力強 く

打 ち勝 ってい くであ ろ うと,ま す ます もっ て確 固 た る希 望 を抱 くこ とが

で きるのであ る。

70年 以 上 も後 に な っ た 今 日 で も な お,我 々 は か つ て ダ ー ル マ ン

[FriedrichChristophDahlmann,1785-1860]が 『政 治学 』 の 中で 述べ た 言

葉 を安 心 して繰 り返す こ とが で きる。 す なわ ち 「フライヘ ル ・フォム ・
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変化 のゆ えに都 市制度 もまたその ま まで はい られ なか った。1808年 の

都 市 条令 は もは や 効 力 を失 っ た。 プ ロイセ ンの 旧諸州[Provinz]に お

いて も都 市 条 令 は新 しい条 令 に押 し退 け られ た。 この とき変 わ ったのは

個 々の規定 だけ ではない。都 市 ゲマ インヴ ェーゼ ンの土 台が ,営 業 の 自

由,土 地 取 得 の 自由,移 転 の 自由 の浸 透 と連 携 して,ず れ て い っ て しま

った の で あ る。 市民権 はかつ ての経済的 内容 を失 った。 閉 じた市民 ゲマ

インデに開 いた住 民ゲマ インデが取 って代 わ った。選挙権 を持 つ市民 の

範囲の極 端 な拡大 は,三 級選 挙 制Dreikiassensystem]の た め 平 等 な=選

挙権 を廃 止 す る こ とで釣 り合 いが とられ た。選 挙義務 は廃 止 され,任 期

は延 長 され,都 市 の合 議体 は縮 小 され て い る。 二つの合 議体 の関係 は,

市議 会 に 対 す る参 事 会 の 地位 の 強化 に よって修正 され てい る。 ひ ど く厳

しくなったのは,と りわけ ゲ マ イ ン デ財 産 の管 理 に関す る国家の監督 で

あ る。 ここは3な され た改正 の うち,本 当 に必 要 だ った の は どこ まで だ

っ たのか,ま た必 要 の度 を越 えて しま っ たの は どこまでか,と か,そ れ

に よ っ て どれ ほ どの益 が,ま た 害 が もた らされ たの か,と い っ た こ とを

検 討 す る場 では な い。 いずれ にせ よ,シ ュ タ イ ンの都 市 条 令 と比較 す る

と一 つの こ とが 目に入 る。 それ は,今 日の我 々 の都 市 条 令 は一 面 で は資

本主義 的特徴 を,他 面 で は 官僚 的 な特 徴 を持 って い る,と い う こ とで あ

る。

それ ば か りか,と りわ け 巨大 に膨 れ 上 が り流 動 的 な人 口を抱 えた現代

の大都 市 にお いて,自 治体 に よ る 自治[kommunaleSelbstverwaltung]

をす るに は極 め て 困難 な 問題 が,知 らな い うち に うず た か く積 み上 げ ら

れてい るのは見紛 うべ くもない。 百年 前には,誰 もこ ん な難 しい事 態 を

予 想 だ に で きなか った。1808年 の都 市 条 令 に よ れ ば,1万 人 以 上 の 人

が い る都 市 は も う 「大 」都 市,3500人 い れ ば 「中」 都 市 と見 な さ れ た

け れ ど も,今 日で はベ ル リンの 人 口は[プ ロ イセ ン]王 国 以 外 の どの ド

イ ツ諸 国 の 人 口 を も上 回 り,そ の他 の 都 市 の 多 く も多 くの小 国家の 人 口

を上 回 って いる とい うこ と一 つで も考 えてみれ ば よい。 しか し,こ れ ら
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事項[Gemeindesache]に 残 され た。 この こ とは,当 然 の こ とな が ら,

ドイツ の 法理 解 に 反 し,都 市 条令 の 基 本理 解 に も本 来 反 していた。 とは

いえ,こ れ はプ ロ イ セ ン で は今 日に至 って もまだその まま残 ってい る。

シュ タインの天才的法創造 は,実 用 に移 す テ ス トに 見事 に合 格 した。

ドイツの ゲ ノッセ ンシャ フ ト精神 の強靭 な生産 力,市 民 の 公 共 心 が再 び

目覚 め る可 能 性,ド イツ の 市 民 団 の 自治能 力 の 存在 に対す る確信 は裏切

られ なか った。新 しい制 度[Verfassung]は 自 ら が,都 市 の 共 同 生 活

[Gemeinleben]が 素 早 く成 長 し力 強 く生 い 茂 るた めの実 り豊 か な土壌 で

あ るこ とを証明 した。

はた して,1808年 の プ ロ イセ ン都 市 条 令 は,ド イ ツ全 土 の 都 市 ゲ マ

イ ン ヴ ェー ゼ ンの組織改革 のお手 本にな った。確 か に人々 は度々 しば ら

く後 に よ うや くため らいが ちに その例 に倣 って いった。 プ ロイセ ンが取

り戻 した り新 しく獲得 したプ ロイセ ン西部 の土地 では,他 国 の支 配 を払

い の け た後 で も,か つ て ラ イ ン 同盟 の 諸 国 が そ うだ った よ うに,引 き続

き長期 に わ た って フ ラ ン スの市町村制や それ を模倣 したゲマ インデ制 度

が実施 され ていた。外 国の影響 の痕跡 は部分 的 には今 日で も完全 に消 え

てはいない。 しか し総 じて シュ タイン型の若返 った祖国の都 市法が どこ

で も最終 的に勝利 したので ある。後 の時代 に数 知れず公布 された都市 条

令 や都 市 を含 め たゲマ イ ンデ条 令 の なか で,1808年 の 都 市 条 令 か ら

我 々 に 向 か って吹 きつけて くるような 自由な精神 を吸い込 んだ都 市条令

は ない。創 造 力の点で,こ の都 市 条 令 と比 肩 し うる もの は ない。 また,

か くも抑 揚 に 富 ん だ 美 し い言 い 回 しで語 る もの は ない。 その 言 い回 し

は,現 代 ドイ ツ法 律 用 語 に な じん だ 目で百年 前の法律 を読む者 には,大

変 風 変 わ りに思 わ れ るけ れ ど も強 く心 を打つ もの であ る。 しか しこれ を

読 んだ者 た ちは,自 分 た ちの.-1`良 い部 分 を,直 接 にせ よ間接 にせ よ,

み な シュ タ イ ンが岩 か ら うが っ た湧 き上が る泉 よ り汲みあげて きたので

あ る。

その後の一世 紀の間に都市 の内外 の生 活には大 きな変化 が あ り,こ の
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調 され た こ と,こ れ らは,イ ギ リス の 自治 とい う模 範 の影 響 を受 け たこ

とに還元 で きよう。

つ まる ところ,ゲ マ イ ンデ を他 の 公 的 団体[6ffentlicheKorporation]

と同 様 に 国 家 組 織 へ と組 み 込 み む こ とを要求 す る近代 国家思 想 の一 つ

を,都 市条令 が 念頭 に置 か ざ る を え なか ったの は,自 明 の こ とで あ る。

都 市 条令 に よ って都 市に保 証 され る自治の 自由に もかか わ らず,ま た,

以 前 の 後 見 シ ステ ムか ら相 当完 全 に方 向転換 した とは いって も,都 市 条

令 は諸 都 市 に対 す る 「国 家 の最 高 の監督権」 を放棄 で きなか った。都市

条令 は これ に第1章 をあ て て い る。 しか しy都 市 条令 が 国 家 官 庁 の ため

に 留保 した監督権 は 目立 って ご く僅か であ った。監督権 は,新 しい条例

[Statut]の 認 可,参 事 会 選 挙 の 承 認,ゲ マ イ ン ヴ ェ ー ゼ ン に 関 し て

個 々 の市民 ない し全市 民が提 出 した誓願 に対す る決定,ま た,財 政 に 関

して は ゲ マ イ ン デ財 産 の管理 に関す る印刷 済み の会計報告書や 公表 され

た会計 書の監査 に制約 され てい た。現状 の何 と大 きな変化 だ ろ う!し か

しそ れ も当 然 で あ る!財 務 行 政,予 算 の査 定,起 債,そ して土 地 財 産 に

対 す る免 除や 賦 課 を顧 慮す れば,こ の分 野 で は 参事 会 に よっ て さえ制約

されえなか った市議会 の主権 的 な恣意 に,共 通 利益 を委 ね 続 け る こ とは

で きないのであ る。

他方 で,都 市 条令 は 自 ら を貫 く近 代 的 国家観 のゆ えに,新 しい ゲマ イ

ン ヴ ェー ゼ ンか ら,都 市 に ま だ 残 って い た 国 家 的 性 質 を持 った諸権 利

を,ど う して も全 部 取 り上 げ ざ る を えなか った。都 市は再 び国家の 中の

国家 に なるわけ ではな く,国 家 とは本 質 的 に違 うゲ マ イ ンデ として,国

家 と対 峙 す る と され た。 都 市 には,固 有 で は あ るが,地 域 共 同体 の 目的

に よ って決 定 され る事 項 に限定 された活動 範囲が与 え られ る とされ た。

か くて国家 的高権 だ と見な され た もの,と りわけ 司法 権 と警 察 権 とが都

市 か ら取 り去 られ たので あ った。地 域警 察[Ortspolizei]も ま た 自治 体

の[kommunal]活 動 範 囲 か ら 区別 され,そ の行 使 だ け が 国 家 の 委 任 に

よ りゲマ イ ンデの機 関 に委 ね られ たが,他 方 で経 費 の 調 達 は ゲマ イ ンデ
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各 々の地区[Bezirk]の 代 表 で もな け れ ばeま して 彼 らが た また ま属 し

て い た 団体[Korporation]や ツ ン フ ト等 々 の代 表 で もな い。」 これ らの

条文 は,良 心 とい う法 廷[Tribunal]を 別 に す れ ば,国 民 議 会 に 関 す る

フ ラ ン ス の法 律 つ ま り1789年12月22日 の 法 律[デ クレ]の 諸 規 定 と,

1791年 と1795年 の 憲 法 を ま ね し た もの で あ り,都 市 代 表[Stadtver-

tretung]に 受 け 継 が れ て い る。 ドイ ツ で は これ らの条文 は都 市 条令 で

初め て現 れた。 とはい えこれ らの条文 は,近 代 代 表 シス テ ム を 目指 して

は た らいて い る精神 的 な動 きか ら生 ず る普 遍的 な理 念 の現 れにす ぎな

い。 これ らの条文 は,市 議会 に,ド イ ツ で陽 の 目 を見 た最 初 の近 代議会

とい うメル クマール を与 え るもの であ る。

この点 で も,伝 統 的 な法 の存 続 とい うの は 可能 ではなか ったのか,も

しか す る と歴 史 と縁 を切 る よ りもそれ を優先 で きなか ったのか との問 い

を投 げか け るこ とはで きるか もしれな い。 ゲマ インヴェーゼ ンの団体 的

な[korporative]構 築 もゲ ノ ッセ ン シ ャ フ ト的 な精 神 をもって若 返 る こ

とは で きな か った の だ ろ うか。 また,む き 出 しの 現 実 が,人 民 代 表

[Volksvertreter]は そ れ ぞ れ全 人 民 の代 表 者 で あ り,専 ら共 通 利 益 を代

表 す るべ く任 ぜ られてい るの だ とい う理想的命題 に,そ れ は ほ とん ど フ

ィ クシ ョンに す ぎない との烙 印 を次々 に押 しつ けてい くの を放 ってお く

しか なか ったの だろ うか。 そんな こ とはないのだ。かか る問い を投 げか

け るの は余計 な ことであ る。抗 い難 い力 を もって,時 代 の潮 流 は近 代 的

代 表 シス テ ム の方へ と流 れてい る。都 市条令 が もた らした ものは,先 進

的 な思 想 家 の普 遍 的 な意 識 と一一致 した。勝 利の うちに公的 な生活 を従 わ

せ,自 由 な制 度[Verfassung]の 全 て を形 成 しつ つ 浸 透 して きた 思想 は

ここで も十分 に広 まって いた。

都 市条令 にお いて,と りわ け 無 給 の 名 誉職 が 強 く好 まれた こ とや,ゲ

マ イ ンヴ ェー ゼ ンの 公務 にお け る能動 的行為 に素 人的要素 が包括 的に取

り入れ られ たこ と,そ して,腐 敗 しや す い とい う欠点 の 脅威 が もとに な

って,選 挙 義務 を含 め,都 市 の役 職 を引 き受 け る市 民 的義務 が熱心に強
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erRat]と 大 議 会[weitererRat]の 区別 に そ れ が あ った。 しか し,二 っ

の合 議 体 の き っ ぱ り した外 面的 区別 と機 能 的分 離 は新 しい もの であ っ

た。個 々の行 政部 門,と りわ け教 会,学 校,救 貧行 政 の ため に,参 事 会

構 成 員 と市 民 で 混 成 され た行 政委員会[DeputationandKommission]だ

けが,古 い ドイ ツの都 市 法 を手 本 に していた。

か くて,と りわ け 市議 会 を設 立 し位 置 付 け るにあた って,若 返 っ た ド

イ ツの過 去 の精 神 で は な く全 く新 しい思想世 界か ら生 じた理 念が姿 を現

す こ とに な った。都 市条令 に なだれ を うって流 れ込 ん で きた 自然法理

念 す なわ ちい わゆ る1789年 理 念 に 通 ず る扉 が こ こ に 開 か れ た。以 前

の身分 団体 的代 表[standisch-korporativeRepresentation]と 意 識 的 に

対 立 させ られ なが ら,[フ ランス革命 の]一 撃 を受 け て,近 代 代 表 制 が 全

く純粋 に実 現 され た。市 民団のゲ ノ ッセ ン シャフ ト的編成 とい う古 ドイ

ツ都 市の この 中心的 メル クマー ルか ち,政 治 的 な意 義 が 全 て取 り上 げ ら

れ て しまった。 「現在,階 級 とツ ン フ トご とに分 割 され て い る市民 の利

害関心」 とは,法 律 の 冒頭 で嘆 かれ て い る もの だが,こ れ は 統 一 的 な市

民 的 公 共 心 に よ って克服 され る とされ る。専 ら地 区[Bezirk]ご とに 市

民 の普 通 平 等選 挙 権 に基 づ いて選挙 が な され る。73条 に よれ ば,「 市 民

団 の 中 の 会 議 「Ordnung]sツ ン フ ト,団 体[Korporation]に 即 した 市

会 議 貝 の選 挙 は これ で廃 止 され る。選挙権 のあ る市民 は全 て選挙 に参加

し,ツ ン フ ト,身 分[Stand],団 体[Korporation],セ ク ト[Sekte]と

は全 く関 係 な しに,都 市 ゲ マ イ ンデ の 構 成 貝 と して のみ選挙 す る」の で

ある。 そ して110条 で,市 会 議 員 に全 ての 指 図か らの独 立 と弁 明義務 か

らの 自由 を選挙 民 に対 して保 障 した有名 な条文が 出て くる。 この条文 は

次 の よ うな言葉 で は じま る。 「この法律 と彼 ら[議 員]の 選 挙 は彼 ちへ

の 委 任 で あ る。 都 市に とって一般 に最善 であ る ものにつ いて彼 らが確信

し見 て取 った こ とが彼 らへ の指図 であ る。 そ して,彼 らの 良 心 は,彼 ち

が 弁 明 しな け れ ば な ら な い上 級所 轄庁[Behorde)で あ る。 議 員 は いか

な る意 味 で も市 民 団全 体 の代 表[Vertreter]で あ り,彼 ら を選 出 し た
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た。 だが,市 民 団 の 中 で は 人 々 は全 て の 階 級 の別や特権 を廃 止 した。 ド

イツの評議 会 制 度[Ratsverfassung]に 人 々 は 忠 実 で あ り続 け た。 都 市

の 頂 点 には参 事会[Magistrat]が,対 外 的 に は 代 表 し,対 内 的 に は 統

治 を行 う官 憲 と して位 置 す る。参 事会 は合 議体 で あ り,そ こで は 市 長

LB廿rgerrneister](大 都市 ではOberburgermeisterと 呼ばれ る)は 構 成 員 の

議 長 にす ぎ な い。 一 方,参 事 会 に は,収 入 役[Kammerer]の ほ か,大

都 市 では2人 の学 識 あ る都 市評議 貝[Stadtrat],建 築 監察 官[Baurat],法

律 顧 問[Syndikus],12人 か ら15人 の 無 給 の 参 事 が 所 属 し,中 都 市 で

は7人 か ら12人 の 参 事 会 員[Ratsherr]が,小 都 市 で は4人 か ら6人

の参 事 会 貝[Ratsman]が 所 属 して い る。 古 い伝 統 に再 び依拠 した こ と

に よ り,全 て の 参 事 会 の 構 成 員 は,市 民 団 の 名 に よ っ て 都 市 議 会

[Stadtverordneteversammlung]が 行 う選 挙 に よ っ て 任 命 さ れ た。 大 都

市 の市長 だけ は,国 王 に よ る任 命 に もっぱ ら委 ね られ た。終 身制 に代 わ

って,再 び任 期 制 の 原理 が 実施 され た。任期 は6年 あ り,法 律 顧 問 と学

識 あ る都 市 評 議 員 だ けが12年 で あ る。 しか し,参 事 会 に 対 す るゲ ノ ッ

セ ン シ ャ フ ト的ゲマ イ ンヴェー ゼ ン本 来の担 い手は,市 民 の総 体 へ と再

度 移 行 され た の であ る。 とは いえ市民総 会[Burgerversammlung]は 跡

形 もな く消 滅 して しま って い るの で,総 体 が 直 接行 為 す るの は代 議 員 の

選 挙 の ときだ け であ る。 ち なみ に市 民総会 は,大 都 市 で は60か ら102

人,中 都 市 では36か ら60人,小 都 市 で は24か ら36入 の構 成 員 か らな

る都 市議 会 に よって代表 され る。議会 は,ゲ マ イ ン ヴ ェー ゼ ンの 議 決 し

コン トmル す る機 関 と して,極 め て 包括 的 で 自立 的 な権 限 を手 に して

い る。議会 は普通 ・直接 ・秘密 選挙 か ら成立す る。 シュ タインの信仰深

い感覚 にふ さわ し く,投 票 は礼拝 で 開 始 され た。 被 選 出者 の3分 の2が

家 屋 の所 有 者 で なけ れ ば な らない とい う規定 に,土 地 所 有 を 旧い ドイ ツ

的 自由 の 基 と見 る,シ ュ タイ ンが メー ザ ー か ら汲 み 取 った歴 史観 が反映

され てい る。参事会 を制約 し拘 束す る市民代表 を形成す るために,ド イ

ツ の都 市 史 は様 々 な形 で 糸 口を示 してい たが,と りわ け小 議 会 「enger-
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ととす る自然法 の諸傾 向 といか に戦 っていた として も,そ の 影響 を受 け

て い た。 そ れ は,彼 が,団 体 的 な[korporativ]理 念 を近 代 的 な 精 神 で

再 生 し よ う と して戦 い,全 生 活 領 域[Lebenskreise]の 独 立 した 自律 的

組 織 を国 家 の 基 礎 に しよ う とした のみ な らず,自 由 な 結 社[Assozia-

tion]の 力 に対 す る信 頼 を しば しば予 言 す るか の よ うに述べ てい た とこ

ろに も見 られ る。

だが,ほ か な らぬユ ス トゥス ・メー ザ ー こそ,お そ ら く全 ての 年 長 の

同時代 人の 間で もフライヘ ル ・フォム ・シュ タインに とって精神 的 に最

も近 しい人 だった し,歴 史観 に お いて は 彼 の 師 で あ った。 シュ タインが

ドイツの過 去か ら作 った像 は と りわけ メーザ ー の研 究 を も とに して い

た。 そ して,オ ス ナ ブ リュ ク の 祖 国 の 代 弁 者[advocatuspatriae]の

「愛 国 的 想像 力 」 を も とに して,こ の 改 革 者 は,ゲ ル マ ン的 ゲ ノ ッセ ン

シ ャフ ト精 神 には枯 渇す る ことの ない力があ るのだ とい う信念 とそれ を

よみが え らせ る勇気 とを,ま ず 都 市 で創 造 した い と思 っ た。

実 際 どんなに内側 では退行 し,外 か らは 包 囲 され て いて も,昔 の 市

民 的 ゲ マ イ ン ヴ ェー ゼ ンが決 して完全 には死 に絶 え るこ とは なか った。

それ は 眠 りこけ て い るだけ で あ った。 だか ら,都 市 条 令 の 目標 と して

「都 市 に よ り自立 した よ りよい制度 を与 え,市 民 的 ゲ マ イ ンデ[Biarger-

gemeine]3に 確 固 た る結 合 点 を法 律 を もっ て 形 成 し,こ れ に ゲマ イ ン ヴ

ェー ゼ ンの行 政 に対 す る活力 あ る影響 力 を付 与 し,こ の 参 与 を通 じて公

共 心 を昂 揚 し,維 持 す る こ と」 が 公 布 され て い た な ら,都 市 の最 盛 期 か

ら受 け 継 が れ て き た精 神 に も とつ く所 与 の都 市 団体[Stadtkorpora-

tion]の 改 革 が その最 も適 切 な方 策 で あ ったよ うに思 われ る。

従 って,ド イ ツの 過 去 か ら人 々 はz自 ら行 政 を担 う市 民 の ゲ マ イ ン ヴ

ェ ー ゼ ン とい う全 体 を貫 く考 え方 の み な らず,新 し い 制 度[Verfas-

sung]の 基 本 像 も創 りだ した。 市 民 権 へ の正 式 な加 入 の承 認[Aufnah-

me]を 伴 っ た 閉 じた 市 民 団[B廿rgerschaft],市 民 的 宣 誓 の 履 行,市 民

権 の 古 い 内容 を人 々 は 維持 した。彼 ら と並 んで,依 然 と して居 住 民 が い
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理 論 でその最 終的 な完成 をみ た。紛 れ もな くこの傾 向は,プ ロ イセ ンー

般 法 が ネ ッテ ル ブ ラ ッ トの著作 を使 って その第二編 で打 ち立 てた,下 か

ら上 へ と上 昇 して い く社 会 構 築 の基礎 に もなった。

さて,こ の 自然 法 的社 会 理 論 はi個 人 主 義 を出発 点 とし,全 て の 団体

を社 会 契約[Soziatatsvertrag]へ と還 元 し,全 体 人格[Gesamtperson]

を単 な る集合 的 統 一体[kollektiveEinheit]へ と解 釈 し直す もの で あ り,

これ が 生 きた ゲマ イ ン ヴ ェー ゼ ン とい う概 念 を生み 出せ なか ったの は当

然 であ る。 自然法論 は,大 抵 の場 合,一 一方 の 手 で ソ キエ タ ス と して[国

家]よ り小 さな諸 団体 に 与 えて い た もの を,大 権[Imperium]と と もに

現 実 の権 力 を専 ら国 家 の み に与 えるこ とに よって,他 方 の手 で これ ら諸

団体 か らまた 取 り上 げて しまったの であ る。か くてプ ロイセ ンの ラン ト

法 も ま率 舳 思 想 に 基 づ い た 団 体 理 論[Korperschaftslehre]を と っ

て いなが ら,最 後 に は そ の実 践 の矛 先 を ま たへ し折 って しまった。 と り

わけ,プ ロイ セ ン の全 都 市 に初 め て 同一規 定 を与 えた間 に合 わせ の都 市

条令 は,都 市 の 国家 ア ン シュ タル トと して の行為 や絶対主義的 な国家後

見 システムに関 しては何 の変更 も加 えなか ったのであ った。

しか し,そ れ に もか か わ らず,ド イ ツ で 自然 法 論 が こ う した 方 向 を と

った こ とが,ド イ ツの ゲマ イ ン デの 自由 の再 生 に とって全 く無意味だ っ

たわけでは決 して ない。 これ に よ って 団体[Korperschaft]は,フ ラ ン

ス で は与 え られ なか っ た よ うな理性法 に よる裁 可 を受 け取 ったの であっ

た。 ゲ ノ ッセ ン シャ フ ト的 な理 解 が,ア ン シ ュ タ ル ト的 な 団 体 理 論

[Korporationstheorie]に 対 して 地 歩 を固 め た。 き た るべ き有機 体 的 な

社 会 理 論 の 備 え が な さ れ た の で あ る。力 強 い 繁 栄 を 誇 る 共 同体

[Gemeinschaftswesen]を も っ て い た ゲ ル マ ン人 の 過 去 は,違 っ た光 の

中 に 歩 み 入 っ た。

紛 れ もな く,こ う した 自然 法 的社 会 論 が 発 展 させ た思想 は,歴 史 的 に

思考 す る 自然法 反 対 者 た ちに も直接 間接 に影響 を及ぼ した。 わけて もユ

ス トゥス ・メーザー[JustusMoser,1720-94]は,均 質 化 や 平 準 化 を こ
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す るこ とが 彼 らの 目標 で あ った。 しか し,再 編 さ れ た都 市 ゲ マ イ ン デ

は,決 して単 な る国 家 の行 政 機 構 で はな くa生 きた ゲマ イ ンヴ ェー ゼ ン

と して,国 家 に対 して さえ独 立 した生 計 を営むの だ とされ た。

自然法的 な ものの見方が,そ の特 殊 フ ラ ン ス的 な特 徴 と関 係 な くどこ

まで シュ タイン都 市条令 の基本思想に決定的 な影響 を与 えたか,と い う

問 題 に答 え るの は もっ と難 しい。

通説的 な 自然法論 は,国 家 と個 人 の 間 に あ る いか な る 中間 団体 をも敵

視 して いた。[自 然 法論 の]内 部 対 立 も,論 者 た ちの[理 論]進 展 も,国

家 絶 対 主 義 と個 人 主義 と を両極 として周 回 していた。主権者 としての普

遍 と,主 権 者 として の個 人 との 間 に あ る中間的統一体 に対 し,こ の両 極

は 一 致 し て 宣 戦 布 告 し た の で あ っ た。 と りわけ フ ラ ンス で は
,団 体

[Korporation]に 敵 対 す る理 論 が 唯 一 の 通 説 的 理 論 に までの し上 が っ

た 。 テ ユ ル ゴー[".Curgot,1727-81]が1757年 の 有 名 な 百 科 全 書 で
,ル

ソー[Rousseau,1?12-?S]が 社 会 契 約 論 で 団 体[Korporation]に 死 刑 を

言 い 渡 し,革 命 が そ れ を執 行 した の で あ る。

しか し,ド イ ツ で は そ れ と並 ん で,あ る普 遍 的 な 自然 法 的 社 会 理 論 が

現 れ た 。 こ の 理 論 に よ っ て,社 会 体[gesellschaftlichKorper]は 段 階 的

な 一一連 の 社 会 契 約 的 団 体[Sozietat]2を 通 じ て 下 か ら上 へ と構 築 され た
。

そ し て,よ り小 さ い 団 体,と りわ け ゲ マ イ ン デ に そ れ ぞ れ 個 別 の 社 会 契

約 を 源 とす る 固 有 の 生 命 が 分 け 与 え られ た 。 国 家 は そ れ ら全 て を 天 蓋 の

ご と くに 覆 っ て い る最 高 の 社 会 契 約 的 団 体 と し て の み 理 解 され た の で あ

る。 こ の 考 察 様 式 は,か つ て ア ル ト ゥ ジ ウ ス[JohannesAlthusius
,155?-

1638]に よ り大 規 模 な 体 系 へ と展 開 さ れ た もの だ が
,18世 紀 に 再 び 進

出 して き た 。 そ れ は 教 会 の 合 議 的 シ ス テ ム を生 み 出 した 方 向 と同 じ で あ

る・ こ っ し た傾 向 は,ユ ス ト[JohannH .G.Just,1717-71],ヘ ニ ン グ ・

べ 一 マ ー[HenningBoehmer
,1674-1749],ク リス テ ィ ア ン ・ヴ ォ ル フ

[ChristianWolf,167-175]そ の 他 の 人 々 の 理 論 的 構 成 に 影 響 を 与 え た

し・ ダ ニ エ ル ・ネ ッ テ ル ブ ラ ッ ト[DanielNettelblad ,1?19-91]の 社 会
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るこ とは,専 ら地域 行 政 の 費 用 を負担 す る とい う目的に役立つ にす ぎな

くな った。 ゲマ インデ の頂 点 には国家 に任 命 され た市長[Maire]が 立

ち,同 じ く国家 に任 命 され た補 佐 人 た ち[Adjunkten]の 補 佐 を受 け る。

審 議 機 関 と して,任 命 され た構 成 員 か ら更 に構 成 されたゲマ インデ議会

[Gemeinderat]が,極 端 に制 限 され た権 限 を持 っ て,市 長 を助 け る。 ゲ

マ イ ンデ行 政 は ほ とん ど財政管理 で しかなか ったが,そ の上 級指 導権 は

県知 事 が 手 に していた。 県知事 は市長,補 佐 人,ゲ マ イ ンデ 議会 を解 任

す る こ と もで きた し,ゲ マ イ ンデ の 予 算 の 取 り決 め に強制命令 をもって

介 入す るこ ともで きた。 ゲマ イ ンデ の財産 は まさし く国家 の財産 の一部

で しか なか った。

この よ うなゲマ インデ制度 が ドイ ツの地 に も移植 され た。 ドイツ で

は,こ の制 度 は 当 然 の こ となが らフ ランスに編入 され た地域 で効 力 をも

っていた。 これは フランスの属 国で も施行 され,ラ イ ン連 邦 で模 倣 され

た。 と りわ け注 目すべ きこ とに,11月 議 会 で プ1ロ イ セ ン都 市 条 令 が 公

布 さ れ たの と同 じ年 に,ヴ ェ ス トフ ァー レ ン公 国 で はす で に1月11日

に フ ラ ン ス の市 町 村 制 が施 行 され,バ イエ ル ン公 国 で は徹 底 して フ ラン

ス を手本 に して作 成 され た9月24日 の ゲ マ イ ンデ 勅 令 が 公 布 され て い

た。

これが,フ ラ ン スか ら押 し寄 せ て きた大 波 であ った。 この よ うな逆巻

く大波の 中で,プ ロイ セ ンの政 治 家 た ちは,自 ら行 政 を担 うゲ マ イ ン ヴ

ェー ゼ ンへ と都市 を改 革す るプ ランを構 想 し,遂 行 したの で あ っ た。 彼

らは,指 導 的 理 念 を,外 国 の 源 泉 か ら創 り出 した そ う と したの だ ろ う

か?む ろ ん 彼 らは,全 て の 点 で,革 命 的 ゲ マ イ ンデ 立 法 に 当初 か ら

特 徴 的に見 られ た ものの逆 を行 った。都 市 と農村 の歴 史的 な差違 を彼 ら

は ち ゃん と維 持 した。彼 らは伝 統 的 な都 市 団体[Stadtkorporation]を

破 壊 しなか っ た の で あ る。 所 与 の ものにで きるだけ依拠 しなが ら,彼 ら

は特 有 の 都 市 制 度 を壊 さず に建 て直 し発 展 させ よ う とした。古 い団体

[Korporation]を 新 た な生 命 で も って 満 た し,桓 桔 の 締 め付 け か ら解 放
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ラ ンス革 命 が ふ る っ た最 初 の 暴 力 であ る。 旧来の市町村 に代 えて
,フ ラ

ン ス革 命 は,数 学 的 に割 り振 りした地 方 単位 へ と
,国 土 と人 民 を新 たに

分 割 した。 農 村 ゲマ イ ンデ と都 市 ゲマ イ ンデの 区別 が完全 に廃 止 され

て,県[Departments],郡[Distrikte] ,小 郡[Kantone],市 町 村

[Munizipalit翫en]が 創 設 さ れ た。 市 町 村 はy外 形 上 は 都 市 ゲ マ イ ン

デ ・農 村 ゲ マ インデ と重 な る と して も,以 前 の ゲ マ イ ンデ 体[Gemein-

dekorper]と の 内在 的 結 びつ き を持 た な い点 では,県 と同 じだ っ た。 市

町 村 は,上 か らの 意 向 に添 っ た国 民分 割 の最底辺段階 にす ぎなか った。

それ ばか りか1795年 憲 法 は,比 較 的 小 さ い ゲ マ イ ン デ全 般 か ら
,後 に

ナ ポ レオ ン[Napoleon,1769-1821]に よ っ て 返 還 され る こ とに な る独 立

性[Sonderdasein]を 取 り上 げ た。 そ して,そ れ らの小 ゲマ イ ンデ を小

郡 市 町 村[Kantonalmunizipalitfiten]に 統 合 して しま っ た。

確 か に革 命 の 最初 の年 の立法 では,新 し く創 設 され た地 方 団体 に は,

選 挙 さ れ た合 議 体 に よ るほ ぼ 無制 限の 自治権[Selbstregierung]が 付 与

され て い た。 とは い え,そ れ に よっ て この 新 地 方 団体 が生 きたゲマ イン

ヴェーゼ ンにな るこ とは決 して なか った。 この新地方 団体 は,国 土 を地

理 的 に分 割 して で きた 断片,国 家 公 民 を機 械 的 に分 割 して で きた部分 に

とどまった。 つ ま り,人 民 の 諸 部 分 に相 応 の部 分 的 主権 が付 与 され るべ

きだ とい う方 向に,人 民 主権 原理 が 展 開 され て い ったにす ぎなか った。

この場合,国 家 をい くつ もの地 域 的共 和 国 へ と分解 す る とい う言葉 がぴ

った りであ る。 その結果sこ の試 み も,自 ら招 き寄 せ た無 政 府 状 態 に よ

って挫折 した。徹底的な反動が生 じた。その反動の遂行者はチ栄レ才ジ

だ った。彼 は この上 な く厳格 な中央集権 として国家制度 を再編 し,1799

年 の執 政 政 府 憲 法,と りわ け1800年 の 法 律 で,市 町 村制 度 を創 設 した。

この制 度 は長い間 フランスで変 わ らぬ効 力 を持 ち続け ,そ の基 本 的特 徴

は今 日に至 る まで維 持 され てい る。

都 市 とか農村 ゲマ インデ とか いった コムー ネは,今 や 純 粋 な国 家 の 行

政 区 に合 わ せ て整備 され た。 それ らを団体 と して[korporativ]形 成 す
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keit]に よ って実 行 され る職 務 。 そ して また,任 命 な い し少 な く と も国

家 に よ る承 認 に よ っては じめ て権 威 を与 え られ る参事会[Magistrat]

で あ っ た。 固有 の ゲマ イ ンデ事 項 の範囲は財政 管理 に制限 され た。 しか

しその場合 で も,自 治 体 の[kommunal]生 命 活 動 は 皆 絶 え ざ る 国家 の

コ ン トmル に服 し,何 にせ よ全 て の重 要 な決 定 は 国家 の認可 に縛 られ

た。 そ して,つ い に は ゲマ イ ンデ の 財政 は,間 接 的 な国 家財 産 とされ,

国家 の 恣 意 的干 渉 の な す が ま まに なった。

こ うした官僚 的理 想が どこで も同 じように実現 され るこ とはなか った

し,そ の何 れ を とっ て も全 く純 粋 に 実 現 され た こ とはほ とん どなか っ

た。 しか し,ほ か な らぬ プ ロ イセ ンで,こ の理 想 に 人 々 が どん なに近 づ

い たか は周知 の通 りで ある。プ ロイセ ン建 国当時か ら,ホ ー エ ン ツ ォ レ

ル ン家 は都 市や 諸 身分 が もっていた特権的 自由 と戦 うこ とに特 に力 を注

いだの であった。 フ リー ドリヒ ・ヴ ィルヘ ルムー世[FriedlichWilhelm

derErsten,1688-1740]の 大 規 模 な組 織 化 以 降,都 市 の 自治 に はほ とん ど

何 も残 らなか った。 彼に よ る都 市制度 と都 市行 政 の決定的 な改革 は,多

くの弊 害 を一 掃 し5節 度 と秩 序 を 回復 し,下 層 階 級 に有 利 に は た らい

た。 しか し,ゲ ノ ッセ ン シ ャ フ ト的 な ゲ マ イ ンヴ ェーゼ ン とい う考 え方

は,プ ロ イセ ンの諸 都 市 に お いて は 永遠 に葬 り去 られて しまったか に見

えた。

こ うしたなか でこの思想 をほか な らぬプQイ セ ンに お いて死 か ら呼 び

覚 ま そ うとしたのが シュ タイ ン都市 条令 なの である!こ の事 業 の 大 胆 さ

を評 価 す るに は,当 時 の状 況 を思 い浮 か べ なけ れ ば な らない。

外 国には手本 は なか った。革命期 のフ ランス立法 は まるで役 に立 たな

か った。 それ どころか,ゲ マ イ ン デ の本 質 につ い て の フ ランス立法 の基

本 的見解 は,プ ロ イセ ン法 を貫 く理 念 と,和 解 の余 地 が な いほ ど対 立 し

て い た のであ る。 ア ンシャン ・レジー ムに よって禁 治産宣告 を受 け なが

ら もなん とか維 持 され て きた団体[Korporation]を,そ して就 中 旧 来

の 市 町 村[Munizipalitaten]を も,フ ラ ン ス革 命 は破 壊 した。 これ が フ

(96)ユ59



神奈川大学法学研究年報16

追求・ 了見の狭 いツ ンフ ト精神 が,生 き生 き とした 市 民 の公 共 心 を今 に

も絞 め殺 しそ うに なっていた。

外部 の権 力関係 が完全 に変 化す る とともに,結 社[Verein]の 内部 は

以 上 の よ うな転 換 を とげ て いた。 そのため,今 や 国 家権 力 とな る まで に

力 をつ けた ラン ト高権 が,中 世 か ら受 け 継 が れ て きた都 市 の 自立 に宣戦

布告 した とき,都 市 の抵 抗 力 は麻 痺 して い た。

近代 の国家理 念 は,国 家 よ り小 さい 団体 の 固有 の 国家 的権 力 を,全 て

解 体 す る こ とを有 無 を言 わせず要求 した。 この理 念 は国家 の中に国家が

あ るこ とが許せ なか った。 しか し,官 憲 的 国 家 が 中世 的 団体[Korper-

schaft]の 自立 性 との 戦 い の 旗 印 と し,数 世 紀 に わ た る闘 争 の 中 で一 歩

一 歩 達成 に近づ いてい った 目標 は
,こ れ に よっ て示 され る境 界 よ りは る

か先に あった。官憲 国家は団体 の権 カー般 を独 占す るこ とを要 求 した。

この よ うなこ とと,国 家 よ り小 さい が ゲ ノ ッセ ン シ ャフ ト的 なゲマ イン

ヴ ヱー ゼ ン と して 自 らに根 拠 を持 つ 団体 とは相 容 れ なか った。 団体

[Korporation]の 権 力 は 国 家 の 権 限[Zustandigkeit]が 貸 し 与 え られ た

もの で しか あ りえ ない とい うわけ であ る。結局重要 だ ったの は,全 て の

公 法 的 団 体[offentlichrechtlicheKorperschaft]を 国 家 ア ン シ ュ タ ル ト

へ と作 り替 え るこ とであ った。 そ して,そ の 生 命 は 国家 に生 命 を吹 き込

まれ たこ とを起 源 とし,絶 え ざ る国家 の 導 きに 服 す るの であ る。 それ ら

の公法 的団体 は,私 法 的 な領 域 に関 して の み 固 有 の人格 を享受す るこ と

が許 された。 しか し,こ の よ うな諸 団体 の法 人格 は,外 側 か ら人為 的 な

統 一 性 を作 り出す 国家 に与 え られ た特権 に基づ いてい た。 そ して,国 家

は,見 か け ば か り溌 刺 と して い つ ま で も成熟 しない 自らの被造 物に対 し

て上位 後 見権 を 自分 に保 留 したの で,こ の 点 で も団 体[Korporation]

の 固有 の 生 命 を窮 屈 な枷 に押 し込 め るこ とに なったのであ った。

これが,都 市 を も また はめ 込 も う と して いたシェーマ であ った。 法人

格 を持 った国家のアンシュタル ト。国家の委任 による自律[Autonomie]と

自 治[Selbstverwaltung],国 家 の 選 任 す る 地 域 的 官 憲[Lokaloblig-
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全 に代 表 され るの であ る。 フ リー ドリヒ大 王[FriedrichII,derGroBe,

171286]が 自 ら を 国家 の 第 一 の 僕iと称 した と き,彼 に とっ て は 国 家 は

不 滅 の 存 在 で あ り,自 分 は そ の道 具 で あ る,と 思 って い た。 しか し,こ

の存 在 の生 きた統 一 性,そ の 活動 と効 力 とは,専 ら国王 と,彼 が 第 二 の

道 具 と して用 い る国家 の僕,官 吏 に お い て姿 を現 す 。 国家 人格 は結合 し

た総体 を超越 してお り,内 在 して は い な い の で あ る。 そ こで官憲 に対 し

て いるの は臣民[Untertanen]だ け で あ り,市 民[Burger]で は な い。

ア ン シ ュ タル ト的 な思 想 は,都 市 に お い て もゲ ノ ッセ ン シャ フ ト的 な

思想 を押 し退 けなが ら,そ れ に よ っ て次 第 に力つ くで 入々の心 を捉 えて

い った。帝 国都 市にお いて さえ,市 民 の ゲマ イ ンヴ ェー ゼ ン とい う理念

は色 あせ て しまった。 ラン ト高権 の主体 は,例 外 的 に帝 国都 市 で は 団体

[Korporation]で あ っ た。 しか し,ラ ン ト高権 を行 使 す るべ く任 命 され

た評議会[Rat]が,こ こ で も独 自の 権 利 を持 っ た こ とに よって総体 の

外側かつ上 に官憲 として登場 し,市 民 を単 な る臣民 に格 下 げす る。かつ

ては 内側,そ して 下 か ら突 き上 げ て きた体 制 革新[Verfassungserneue-

rung]の 生 け る奔 流 は途 絶 え,ど こ で も とま では 言 わ な い にせ よ,都 市

政 庁 の 寡 頭 的 な退 廃 が 散 見 され るよ うに なった。 ラン ト都 市の うち公権

力が まだ残 され た ところでは,こ の よ うな[都 市の]像 が大 抵 の 場 合 も

っ とひ どい あ りさまに なって我々の前 に姿 をさ らしてい る。 それぞれ の

ギル ドや ツ ンフ ト制 と同様 に評 議会 制度[Ratsverfassung]も 硬 直 化 し

て い る。 自由 な選 挙 にか えて互選 に よる欠員補充,公 開主 義 に か えて秘

密 主義 で あ る。市民集会が衰退 した後,そ の代 わ り とな る市 民代 表制 は

な く,あ っ て も 外 見 的 な そ れ しか な い。特 権 的 有 権 者[Bevorrech-

teten]の 範 囲 は どん どん狭 ま り,都 市 が 団体 と して行 使 す る権 利[Kor-

porationsrechte]へ の 能 動 的 参 与 か ら 排 除 さ れ た 公 衆[gemeine

Menge]に 対 して 門 を閉 ざ して しま った。 しか し,ゲ マ イ ンヴ ェ ー ゼ ン

の 滅 亡 と同 時 に,か つ て そ の形 式 を作 り出 し魂 を吹 き込 んで いた精 神

が,当 然 の相 互 作 用 と して衰 退 した。 け ちな市民根性,利 己的 な特 権 の
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るをえ な くなった。都 市の制度 と りわけ都 市に よって創設 された行政

法 は,多 くの 点 で ラ ン ト君 主 の 作 品の 直接 の手 本に なったの であ る。都

市 において封建制 の システム を克服 したの は公法 であ ったが,こ の よ う

な公 法 につ い て の基 本 理 解 の変化 が引 き継がれ た こ とは,よ り重 要 で あ

った。

しか し都 市 か ら領 邦[Territorium]に 引 き渡 され な か っ た も の が 一

つ あ った。 それが国家 ゲマ イ ンヴェー ゼ ン とい う考 え方 であ る!領 邦 国

家[Territorialstaat]は む しろ純 粋 な ア ン シ ュ タル トと しての官憲 国家

とい う姿 を とって現れ た。確 か に別 の展開 をす る糸 口が なか ったわけで

は ない。 ラン ト身分 制議会[landstandischesWesen]の 最 盛 期 に は,ラ

ン トの ヘ ル シ ャ フ トと諸 身分 の団体[Standekorperschaft]の 二 元 主 義

か ら,頭 首 た る君 主 と団体 的 に 〔kδrperschaftlich]組 織 され た ラ ン トゲ

マ イ ンデ とが一 つ の高次の統一体 に結合 し,ラ ン トゲマ イ ン ヴ ェー ゼ ン

へ と育 ってゆ くとい う成 り行 きにな ったかの よ うにみ えた。 しか し,ラ

ン ト身分 制 議会 は,と りわ け農 民 身分 を通 常 は排 除 していたせ いで,特

権 的 団体[privilegierteKorporation]へ と凝 り固 ま り,そ れ 以 降 は,生

成 中の 国家 を体 現 す るmを 担 う力 を失 っ た。 比較 的大 きな領邦 の ラン

デ スヘ ルは,身 分 制議 会 を国 家 的 地位 か ら押 し退 け るこ とが で きた。 ま

さに,そ れ が ど こ まで 可能 だ っ たか が,近 代 国家 へ と展 開 す る上 で の 強

さに とって ます ます決定 的 な ものに なっていった。 ラン トの君主 は 自ら

の官吏 たち とと もに新 たな理 念の唯一 の執行 者 にな ったのであ る。 絶対

君主制 が勝 利へ の道 を歩 み始め た。 しか し,こ の 絶 対 君 主 制 は,官 憲 的

な思 想 に最 も際 立 っ た形 を与 えたのであ る。

国家 は今や上 か らそ して外か ら人民 の中に設置 され たア ンシュ タル ト

に見え る。 このア ンシュタル トは人民 の福祉 を行 うべ く定め られてい る

が,国 民 を源 と しては い な い。 ア ン シュ タル トは神 の命令 を受 けた官憲

にその都度体現 され る。 ドイツ啓蒙絶対主義 とい う美化 され た見解 に よ

れ ば,国 家 人格 は,君 主 の 人格 に解 消 され は しな い が,君 主 に よっ て完
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第二 にyド イ ツ の諸都 市 は,イ タ リア の都 市 国家 と違 って,国 家 と し

て の 主権 を獲 得 し よ う と した こ とが なか った。都 市が上 昇 した時代 に

は,都 市 の戦 い は,出 現 しつ つ あ っ た ラ ン ト高権 に 向け られて いた。 ラ

ン ト高権 か ら身 を守 り,あ るい は そ こか ら再 度 逃 げ 出す こ とが都市 の最

大 の 目標 だ った。 これ に対 して,都 市 が ライ ヒの権 力 に抵 抗 した時代 は

一 度 もなか った。皇帝 の君主 としての権 力 は,都 市 が 最 も信 を置 い て い

たけ れ ど も,当 然 なが らい ざ とい う ときに は あてに な らない支柱 で あっ

た。 そ して ライ ヒの連邦化 がだんだん始 まった。 そ うなって も,都 市 は

確 か に ラ ン ト君 主[Landesherr]と 並 ぶ 自立 した勢 力 と して 歩 も う と し

てはいたが,そ の統 一 性 や 堅牢 性 は 全 然 問題 とな らない よ うな よ り高次

の団体[=ラ イヒ]の 一 部 を,ラ ン ト君 主 と と もに形 成 し よ う とした。

都 市ゲマ インヴェーゼ ンの うち僅 か な ものだけが,待 望 の ラ イ ヒの 自由

[Reichsfreiheit]を 実 際 に要 求 し,あ る い は 手 に 入 れ た に す ぎな い。 そ

うした都 市 は帝 国都 市[Reichsstadt]と して ラ イ ヒ権 力 の共 同 の 担 い 手

とな ったが,そ れ と と もに都 市領 内 で は 自 らラン ト高権 の主体 になった

のであ った。都 市の圧倒 的 多数 が ラン ト君主 の もとに置かれ るこ とにな

った。 これ らの ラン ト都 市 もまた,一 部 の都 市 は 国家 的性 質 を持 つ独 自

の公 法権 力 を極 端 に広 い範囲 で手 に していた し,ど ん な都 市 で もあ る程

度 は 手 に して いた。 しか し,発 展 中 の ラ ン ト国家 に対 して,都 市 は は な

か ら国 家 的 な 独 立 の 貫 徹 な ど念頭 に 置 け な か っ た。地 域 団体[kom-

munaleVerbande]た る地位 で都 市 が 確 保 で き る 自立 的権 限 は何 か とい

うこ とだけが問題 に なって いた。

この よ うに都 市ゲマ インヴェーゼ ンの 国家 としての発展 は地域的 ・物

理 的 な制約 に とらわれ ていたの でT近 代 ドイ ツ 国家 の 形 成 に あ た って都

市ゲマ インヴェーゼ ンに与 え られ た任務 も束 の間の ものだ った。 中世 の

終 わ りとともに勝利 をお さめ た ラン ト高権が表舞 台へ現 れ,課 題 の解 決

を,都 市 とラ ン トを包 み込 む そ の よ り強い手 の中に引 き受 けた。今や都

市 は 自らが労作 した国家 的 なる もの を,新 た な領 域 国 家へ と引 き渡 さ ざ
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ゲ ノ ッセ ン シ ャフ トの発 展 型 で あ った。都市 はゲ ノ ッセ ンシャフ ト的構

造 を守 り続 け たの であ る。都 市 の人格[Personlichkeit]は 結 合 し た総

体[Gesamtheit]に 内在 す る統 一 体 で あ っ た し,そ うあ り続 け た。 ま さ

し くこ こ で都 市は 自らの機関 に よって 自らを統 治す る 自由 なゲマ イ ンヴ

ェーゼ ンへ と成長 した。

封建 的 中世社会 か ち,近 代 国 家 へ と都 市 の ゲマ イ ンヴ ェー ゼ ンは 自ら

の姿 を壊 しなが ら,封 建 国家 のヘ ル シ ャ フ ト的 な秩 序 に入 り込 んでい っ

た。全 ての支配一 従属 関係 はiレ ー エ ン制 とは 切 り離せ な い家 産制 的 な

形 に形成 され ていたが,こ れ に対 して,都 市 ゲ マ イ ン ヴ ェー ゼ ン は 自 ら

の勢 力 の及ぶ圏 内で真 に公法的 な権 力 を展 開 した。今 日の国家概 念の基

準に照 ら し合 わせ れば,そ もそ も ドイ ツの 都 市 は最 古 の ドイツの国家 で

あ った。 中世 の社 会秩 序 に対 して近代 の国家 制度 を構 成 す る変革 は全

て,わ が 国 では まず都 市 ゲマ イ ンヴ ェー ゼ ンでなされ たのであ る。

都 市だけが新 しい国家理念 を実施 しえたが,そ れ は 都 市 が 各 々 取 得 し

た勢 力 圏 の 中だけの こ とにす ぎなか った。 しか し,こ の 勢 力 圏 の 範 囲 は

幾 度 も変 化 し,そ れ ぞれ個 々 の都 市 で大 き く違 った ままであ った。

全体 的 に ドイツの都 市制 度につ いて考 察す ると,国 家 の展 開 の 中 で フ

ラ ン スや イ ギ リスの都市制度 に比べ て,ド イ ツの それ に は 多 くの点 で重

要 な役割 が与 え られ てい るこ とがす ぐに 目に とまる。 これ をaも っ と早

い時 期 に よ り強 力 な発 展 を遂 げた北部 ・中部 イタ リアの都市制度 に比べ

ると,二 つ の重 大 な違 いが 自ず と浮 か び上 が って くる。

第一 に,イ タ リア の都 市 国 家 が 広 大 な農 村部 を従 えた国家[Flachen-

staat]に 成 長 し た の に対 し,ド イ ツ の 都 市 は ほ ぼ 例 外 な く極 め て わず

か な農 村地 帯 しか獲得 しなか った。 この ため ドイツでは イタ リア と違 っ

て,農 村[flachesLand]の 旧弊 な従 属 が,都 市 に よ って 繰 り返 され る

こ とは あ りえ なか っ た。 か え って,我 々 の 公 法 は,我 々 の文 化 と同 様

に,農 村 と都 市 の 生 活秩 序 とが 別 々 に形作 られ,同 格 の 地位 に あ る こ と

をいつ も基礎 として きた。
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字塔が こ うした記憶 を生 き生 きと保 っていたに違 いない。彼 らは,か つ

て 自 らを統 治 して い た市 民 ゲマ インヴェーゼ ンを,伝 統 とい う輝 か しい

光 の 中に 見 て いた。 こ うしたゲマ インヴ ェー ゼ ンの例 を支 えに人々 は奮

起 した。 そ して,ド イ ツ 人 は市 民 的 な 自由 を持 つ 能力が あ り,こ う した

ゲ マ イ ン ヴ ェー ゼ ン を再 び勝 ち取 る責 務 が あ る とい う確信 を育 ん でい

た。 フ ィヒテ[Fichte,1762-1814]が 「ドイ ツ 国 民 に 告 ぐ」 で 中 世 の ド

イ ツ都 市 を外 国の都 市 と比較 してほめ たたえ た とき,熱 狂 的 な反響 が あ

っ たの は確 か で ある。 イ タ リアで も自由な諸都 市が生 まれ ていた,と 彼

は 言 う。 しか し,と 彼 は さ らに 続 け る。 「ドイ ツ とイタ リアの都 市 を比

べ てみれば,ド イツ に は平 和 な安 穏 と和合 が あったのに対 しyイ タ リア

の 人 々 は絶 えず不 穏 の 中 にあ り,内 部 の分 裂,戦 争 が あ った の は もち ろ

ん の こ と,国 制 と君 主[Herrscher]を 絶 え ず 替 え続 け た の で あ る。 内

的 な違 いが それ ぞれの 国民の心持 ちに あったに違 いない こ とを,こ れ 以

上 は っ き りと明言 す る もの があ りえよ うか。 ドイツの国民 は,市 民階 級

が 共 和 制 的 な 国制 を支 え るこ とがで きる とい うこ とを,市 民 階級 に対 し

て何 世 紀 も前 か ら行 ないに よって示 した新 ヨー ロ ッパ の[neueuropais-

ch]国 民 中 唯一 の 国 民 で あ る。[Redenandie・DeutscheNation,Werke

(Hrsg.FritzMedicus),Bd.6,S.203-204]」 彼 は この 講 演 を都 市 条 令 発布

の 一 年 前 にプ ロイセ ンの首都 で行 ったので あった。

人々が過去 につ いて作 った イメー ジは,多 くの 点 で不 正 確 で不 明瞭 な

もの だ ったか もしれ ない。 しか し,ド イ ツ で最 初 に 自由 な 国家 的 ゲ マ イ

ンヴ ェー ゼ ン とい う考 え方 を実現 した もの として中世都 市 を褒 め称 えた

とい う点 では正鵠 を射 ていたのであ る。

古 ゲル マ ンの ゲ ノ ッセ ン シ ャ フ トは,都 市 で 初 め て 団 体[Korper-

schaft]1へ と凝 縮 され た。 都 市 は 多数 の 人 々か ちな る不 可視 の恒 久 的統

一体[Einheit]で あ り,独 立 した 人 格[Person]と して,こ の 統 一 体 の

中 で結 合 して い る諸 人格[Personenlと 並 び立 っ て い た 。 しか し,こ の

団体[Korperschaft]は ゲ ノ ッセ ン シ ャ フ トを否 定 す る もの では な く,
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[Stfi.me]を 再 統 一 す る道 備 え をす る こ とに な った。 かつ て,大 改 革 の

締 め く く りと して彼 が 念頭 に置 いていたのは,旧 ドイ ツ ラ イ ヒの再 生 を

お い て外 に なか った。 しか し,彼 は,何 よ りも まず ドイ ツ人 だ っ たか ら

こそ,当 時 の プ ロ イセ ンの役 人層 あ が りの政 治家 には難 し くてで きなか

った こ とをす る力 を持 ちえたのであ る。 プ ロイセ ンの制度 を ドイツ ライ

ヒとい う考 え方で豊か に した ことに よって,彼 の 改 革 は人 を惹 きつ け る

活 力 を手 に し,そ の後 もず っ と影 響 力 を も ち続 けた。 その後 も,常 に特

殊 プ ロ イ セ ン的 な もの とプ ロイ セ ン以外 の ドイツ的 な もの との結婚 か

ら,我 が 国 民 が 手 に した もの の な か で最 もすば らしい ものが生 まれ出 た

のだが,こ の場 合 も も ち ろん例 外 で は な い。

他 ならぬ都 市条令 が,そ の核 とな る規 定 が ドイ ツ に起 源 を持つ こ とを

と りわけは っ き りと示 してい る。

とはい え,都 市 条令 を 支配 して い る基本 思 想が,都 市 を 自立 した ゲマ

イ ン ヴ ェー ゼ ン とい う意味で組織化 す るこ とにあ るのは疑 いえない。 固

有の生命 を持 ち,団 結 した市 民 の総 体 に 内在 し,選 挙 され た機 関 に よ っ

て 自 ら行 為 す るゲマ インヴェーゼ ン として,都 市 は 自 らの か か わ る問題

を 自主 的 に管理す るべ きだ とい うわけ であ る。 この考 え方 は,都 市 条令

の有 名 な 前文 で表 明 され た。 それはす でに1807年 の シ ュ タ イ ンの ナ ッ

サ ウ覚 書 で予 告 され,都 市 条 令 委 員 会 で 自然 と溢 れ 出 し奔 流 とな って立

ち現れ るに至 った もので ある。

しか し,彼 が そ れ を どこか ら作 り出 した のか と問 うならば,我 々 は こ

う答 えね ば な らな い。 そ れは ドイツの過去 であ る,と 。 人 々 は 意 識 的 に

そ こ ま で遡 っ て考 え る もの であ る。都 市 の 自由 を再 来 させ,国 家 の 後 見

を今 一 度 始 末 し,纂 奪 され た権 利 を市 民 団[B伽gerschaft]に 返=還す る

こ とが,フ ラ イ草 案 の理 由の 中 で 言 及 されて いる。

実際,市 制 改革 に あ た りか つ て の都 市 自由の記 憶が及ぼ した影響 は過

小 評価 されては な らない。 国民の心 には ドイツの都 市制 度華やか な りし

時代 の記憶 が消 しがた く生 き延 び ていた。 人々 を取 り囲む 中世 芸術 の金
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か くしてsド イ ツ の精 神 に 我 々 は シ ュ タ イ ンの立法の真の源 を求め な

けれ ばな らない。 ドイツの国家意識 ・法意識の深みか ら,彼 は偉 大 な 立

法 者 と して の 自 らの 思想 を汲み取 った。

その際,プ ロ イセ ン の政 治 家 として,シ ュ タ イ ンは所 与 の プ ロ イセ ン

の現 状か ら出発 した。彼 は,プ ロ イセ ンの 国 家制 度 の再 編 に 全力 を注 い

だ。 そ して 自らの歴 史的思考方法 に従 って,彼 は 自 らの使 命 が 現 在 のプ

ロ イ セ ンの諸機構 を有機 的に編成 し直す こ とにあ ると理解 していた。 し

か し,彼 は プ ロ イセ ンの制 度 だ け か ら 自分 の作 品 を引 き出す こ とはで き

なか った。 多 くの歴 史書 で通説的 に扱 われてい るイメー ジsつ ま り,基

本 的 に 大切 だ っ た の は,あ たか も古 くか らプ ロ イセ ンが持 って いた芽 を

のば してや るこ と,つ ま り,進 行 中 の 展 開 の 継 続 だ け で あ っ て,こ の 展

開 は も しか す る と途 切 れ て い たか もしれ ないが,単 に一 時 的 な もの にす

ぎな い の だ,と い う よ うな イ メー ジは,維 持 しが た い。 そ の よ うな プ ロ

イセ ンー辺倒 の考 察 は,エ ル ン ス ト ・フ ォ ン ・マ イ アー に も当 ては ま

り,多 くの場 合 に マ ッ クス ・レー マ ンに対 す る反駁 の基礎 となる ものだ

が,歴 史 上の 現 実像 に変 な色 を染 め 付 けて しま うもので ある。

特殊 プ ロイセ ン的 なのではな くて もっぱ ら ドイツ的 であるのが シュタ

インの最 も内奥の感情 であ った。彼 は常 に ドイツの帝国騎士 であ りつづ

け た。彼が プ ロイセ ン官僚 主義 に安住 で きたこ とはなか った。官僚 はい

つ で もシュ タインの激 しい反感の対象 であった。彼 は貴族 の責務 を とて

も崇 高に考 えていたけれ どもy彼 に とって は 東 エ ルベ のユ ン カー の考 え

方は 多 くの点 で無縁の ものであ った。西部 の故郷 の地 で培 った志 を彼 は

片時 も捨 て た こ とはなか った。 「ドイ ツの過去 の姿」 に若返 った形 を与

えて よみが え らせ るこ とは,自 分 で しば しば は っ き りと強 調 して いたよ

うに,彼 に は追 求 さ るべ き目標 に 見 え た。 結局の ところ,プ ロ イ セ ン国

家 そ れ 自体 は 自己 目的では な く,よ り高 次 の 目的 の手 段 で あ っ た。強力

な国民国家へ のプ ロイセ ン国家 の転換 は,ド イツ全 土か ら外 国 に よ る支

配 を 払 い の け,全 ドイ ツ 国 民 の 内 的 な 自 由 を実 現 し,全 ドイ ツ 諸 国
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い た。1789年 理 念 が 絶 対 的 に要 求 した もの の 多 くは,す で に イ ギ リス

や ア メ リカで は実 現 されて いた。 多 くの こ とが啓蒙絶 対主義 に浸透 し始

め ていたの であ る。 フランス革命は暴力 的な一 打にす ぎなか った。 フ ラ

ンス革命は夢想 した もの を一撃 で実 現 しよ うと して,古 い もの を容 赦 な

く破 壊 し極 端 な帰結 に盲 目的 に突 っ走 り,放 縦 な革 新 に 急 い だ。 その た

め,革 命 は 自然 法 を勝 利 させ た け れ ど も,同 時 に,そ の勝 利 の 中 に決 し

て 克服 しえ な い 自然法の敗北 を準備す るこ とに もなった。 しか し自然法

思想が崩壊 したか らといって,こ の こ とが 自然 法 の助 け に よ っ て仕上 げ

られ た生 き生 きと した積 極 的 な思 想 の死 を意 味す るわけ で は決 して な

い。 こうした積極 的思想 を認めずに い るこ とが で きたのは
,過 去 だけ を

理 解 して未 来 を理解 しなか った人だけ である。 しか しシュ タインは そん

な人では なか った,

シュ タ イ ンは 歴 史 的 に 思 考 す る人であ った。 しか し,彼 は,後 ろば か

りを見 て,現 在 は す でに で きて し ま った ものにす ぎない と考 え る人々に

は属 していなか った。彼 は眼差 しを前 に向けていた。 彼 に とって現在 は

で きつつ あ るものであ った。彼 は完全 に 自らの行為 が歴 史 を形成す る力

を持 ってい ると感 じていた。二つ の時代 の狭聞 にあ って,シ ュ タ イ ン は

自らの過 去 と未 来 の 両方 に同様 の愛着 を持 っていたた ぐい まれ な人の一

人 であ った。 だか らこそ,彼 は 自 らの 改 革 事 業 を,19世 紀 を支 配 し た

とい わ れ て い る進 歩 的 な理 念 をもって押 し進 め た。 フ ランスか らこの理

念 を持 って くる必要 は彼 に は なか った。 この理 念 はあ た りを漂 ってい

た。彼 が,フ ラ ン ス特 有 とは い え な い近 代 的 な思想 を書 き表 す に あた

り,フ ラ ン スの 法 律 に 特 徴 的 に 見 られ る定 式 を都 市 条令 に採 用 した と

か,あ るい は フ ライ に よ って そ れ が採 用 され たの を承 認 したの だ とか い

って もs問 題 の核 心 に とっ て は大 した こ とではない。 イギ リスの諸関係

の知識 か ら もシュタインは大 いに刺 激 を受 けて い る。彼 に とって手本 は

フランス法 で もイギ リス法 で もない。彼 が作 り出 した ものは,ま さに ド

イツ の 原型 で あ った。
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シュ タインに与 えた影響 を高 く評価 しす ぎてお り,そ のせ い で ま さに都

市 条令 に誤 った光 をあてて いる とどうして も思 えて くる。

確 か な証 拠か ら明 らか な ように,シ ュ タ イ ンは フ ラ ン ス革 命 に 断 固 と

して敵 対 して いた。彼が フ ランス革命 に共 感 を示 した こ とは一 度 もな

い。革命が もた ら した恐 ろ しい転換 以来,そ して 更 に 革 命 が 我 々 の 祖 国

へ もた らした恐 るべ きカタス トロフ.___以 来,シ ュ タ イ ンの 和 ら ぐこ と

の な い憎 しみは フランス国民 その ものへ 向け られ ていた。全 ての ロマ ン

ス語族 との戦 いが彼の生涯の 目標 であ った。 む ろん人は確 かに 自分 の敵

か ら学ぶ こ ともで きる。 しか し,革 命 に よ る改 造 の結 果 に そ の典 型的 な

特徴 となった もの はみ な,ド イ ツ帝 国 騎 士[deutscherReichsfreiherr]

の 内的 な本 質 と甚 だ し く矛 盾 して いた。 貴族 的 な彼の魂 はy民 主 制 の 理

想 とは相 容 れ なか った。彼 の考 え方は歴 史的 であ り,急 進 的 で は なか っ

た。 一 般 的 な革 命 の時代 に は,そ れ が,愛 国 心 の 高 揚 を広 め,外 国[に

よる支配]の 輔 を払 い の け る妨 げ とな る ものの根 絶 にかか わ って いたた

め,確 か に 彼 の 熱 い心 に も急 進 的 な考 え方が湧 き上 が った。 しか し,彼

は 歴 史 的 な所 与 か ら構 築 を行 った。 いかな る合理 的世 界観 を も彼は嫌 っ

た。 どこ まで行 って も彼 はゲルマ ン人であ って,ロ マ ン主義 的性 格 に こ

と欠 か なか った。 引 き裂 くこ とので きない 内面的 な絆が彼 を諸 身分 か ら

な る ドイツの過去 に結 びつけて いた。 そ うだ とすれば,革 命 の理 念 に酔

い しれ,特 殊 フ ラ ン ス的 な もの を身 に つ け るな ど,ど う して彼 に で き よ

うかP

に もか か わ らず,偏 見 を持 たず に物 事 を見 る な らば,フ ラ ン スで新 し

く創 造 され た もの と,プ ロ イセ ン の そ れ とが,重 要 な 点 で共 通 の 基本 思

想 を示 してい るとい うこ とを否定す る人はい ないだ ろ う。 それは ここで

は,ヨ ー ロ ッパ 精 神 の発 展 の成 果 で あって,単 に フ ラ ン スの み の それ で

は な い。 いわゆ る1789年 の 諸 理 念 は,こ の年 号 で 言 わ れ て い る よ り も,

総 じて 古 い もの で あ る。1789年 の 諸 理 念 は,啓 蒙 主 義 人 文 主 義 理

性 法 とい っ た名 前で表 され る途方 もな く大 きい精神的 な動 きを源 として
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与 え た の か,と い う問 題 に つ い て な さ れ て き た 。 フ ラ イ ヘ ル ・フ ォ ム ・

シュタインの近年 のすば らしい伝記の著者 である÷ ・シク久.レ ニ÷ ジ

[MaxLehmann,1845-1929]は,改 革 の 立役 者 達 の 事 業 に 革 命 思 想 の世

界が与 えた影響 を,こ れ まで地 道 な歴 史研 究 に よ って通常 な されて きた

よ りも高 く評価 した。 その際,彼 を主 に支 え た証 拠 は,都 市 条 令 に は フ

ラ ン スの 立 法 を思 わせ る ところがあ るの みな らず,何 カ所 か は 直 接 フ ラ

ン スの 法律 を借 用 したのだ,と い う もの で あ っ た。 これ に対 して,シ ュ

タイン ・ハルデンベル ク改革立法に最 も精通 した者の一人である土ルジ

ス ト ・フォ ン ・マ イアー[EmstvonMeier ,1832-1911]は,19世 紀 の プ

ロイセ ン に おけ る国家 と法 の展 開に対 してフ ランスが及ぼ した影響 につ

いての 自分 の研 究書 の第二巻 をほぼ レーマ ンへの反駁 に割 いた
。 その後

更 に きわめ て個 人的 な面 に及ぶ まで激化 した反論 が続 いた。 この反論 に

つ いては ここで話すつ も りは ない。事 の核心 についてi私 は二e三 の点

に つ い て言 っ て おか なけ れ ば な らない。

シュタインの改革のね らいが基本 的に上 か ちの施策 に よって革命のプ

ログラム を実現 す るこ とにあったのだ,と い う見 方 は前 か ら見 られ て い

た し,相 対 立 す る立 場 か ら論 拠 と して 持 ち出 され て い た。周知 の よ う

に,シ ュ タ イ ン の改 革 を全 て批 判 した同時代 の反対 者 たちが ,早 くも,

シ ュ タ イ ン を ジ ャ コバ ン主 義 だ とす る告発 を企 んでいた。彼 らは,国 家

を い くつ もの 共 和 国 へ と解 体 す る もの だ とい う嫌 疑 を都 市条 令 にか け

た。他 方,し ば しば りベ ラル な シュ タ イ ン崇拝 者 たちは,シ ュ タ イ ンの

最 大 の 業 績 は,彼 が 凝 り固 ま っ た偏 見 を 克服 しなが ら1789年 の理 念 で

心 を満 た され,革 命 に よ って勝 ち取 られ た この上 な く価値 ある成果 をプ

ロイセ ンに役 立て たこ とにあ る,と 考 え た。 こ ち らの側 か らは,人 々 は

で き る こ とな らば この偉 大 な政治家 に生粋 の りベ ラル とい う刻 印 を押 そ

っとした。 そ う した行 き過 ぎに レーマ ンが陥 るこ とはなか った。 シュ タ

インをフランスの追随者 に仕 立 てた として レー マ ンを非難す るのは正 し

いわけでは ない。 しか し,私 か ら見 て も,レ ー マ ンは フ ラ ン スの理 念 が
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訳 文

都 市条令 につ いてのいかな る考察 も,偉 大 な都 市 条令 の創 設 者 で あ る

フ ラ イヘ ル ・フォム ・シュ タイン[KarlFreiherrvomStein,1757-1831]

その 人 を考 察 す る試 み か ら出発 す ることになろ う。 なぜ な ら都 市条令 は

彼 の人 とな りをもっ ともよ く表す業績 だか らであ る。 我々が シュタイン

の都市条令 とい うのは全 く当然なので ある。 シュタインの協 力者 で,と

りわ け 長 い 間 誤 解 を受 け て き た フ ラ イ[JohannGottfriedFrey,1762-

1831]を 過小 にみ るこ とは で きな いが,こ の法 律 は全 体 と して 見 れ ば シ

ュ タイン本人 の作 り出 した ものであ る,と い うこ とは 問違 い な い。 シ ュ

タ イ ンの高潔 な魂 か らこの改革 は生 まれ出 た。 そ して,彼 の 政 治 家 と し

て の才 能 が,こ の 改革 に独 特 の様 相 を刻 み つ け たの であった。

シュタインの人 とな りは非 凡であ る。人 間の平均値か ら割 り出 した公

式 では,そ の人 とな りを理 解 す る こ とは で きない。 まさに この点でy彼

は地 上 を歩 ん だ偉 人 た ちの一 人に属す る とい える。一 見す る と矛盾 して

い る もの を調和 させ て併せ持 って いる彼の強烈 な個 性 は,垣 間見 る こ と

は で きて も,く まな く明 らか にす るこ とはけ っ してで きない。諸党 派の

好悪 に よって彼 の人物像 は醜 くゆがめ られた。 そればか りか,慎 重 な 比

較 検 討 を行 った研 究 者 達 で さえ,シ ュ タ イ ンの 考 え方 の あの 面,こ の 面

に こ とさ らに 着 眼 して,シ ュ タ イ ン とい う人の核 心 を全 く違 った形 で総

括す るに至 った。 だが,こ の こ と も,驚 くに値 しな い。 この とき,部 分

的 に で は あ るが,決 定 的 な役 割 を果 た して きた の が,他 な らぬ都 市 条令

な の で あ る。

そ ん なわけで,と りわ け都 市 条令 は論 壇 で はセ ンセー シ ョナル な報復
　 の 　 　 　 　 つ ロ ロ

合戦の中心 となっている。この論争は,始 めの頃はフランス革命の理念

がシュタインに影響 を与えたのか,ま た与えた とすればいかなる影響 を
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て,「 ドイ ツ型」 の 自治 の 「原 型 」 を見 い出す のであ る
。

この講演 の 前年 に,既 に,1807年 に 始 ま る い わ ゆ る 「シ ュ タ イ ン改

革 」 を貫 く理 念の性質 を巡 る 「シュ タイン論争」が ,マ ッ クス.レ_マ

ン とプ ロ イ セ ン学 派 の 重 鎮 エ ル ンス ト ・フォン ・マ イアー に よって開始

されていた。 彼 らによ るこの論争 は,そ の起 源 が フ ラ ン スか プ ロ イセ ン

か とい う論争枠組み を用 いて行 われ た もの であ った(例 えば
,Lehmann,

・FreiherrvomStein,3Bde ・,1902-05と,そ れに対 す るMeier ,Diefranzosis-

theFinflusseaufdieStssts-andRechtsentwicklungim19jahrhundeyt
,2

:r…)・ ギー ル ケの この 講 演 は,ゲ ル マ ニ ス トの 立 場 か ら,論 争 の 枠 組

み 自体 に批 判 的検 討 を加 え る とともに,自 治体 か ら国 民 国 家 に至 る 自説

を展 開 した ものであ る。 ギー ル ケは,「 市 民 参 与 」 に 基 づ く 「自治 」 を

可 能 にす るには,自 治 体 内 の住 民 間 に一 定 の社 会 関係 が必要 だ と理解 し

てい た・ この点 で・ フランス革命 の構想 した 「自治権」や 「民主主義」

とい った理 念はT「 歴 史 的 」 に 形 成 され て きたr市 民 」 とい う社 会 関 係

を無視 す る もの だ と理解 されたので ある。都 市条令 の 「市民参与」 の形

態 をiフ ラ ン ス革 命 を典 型 とす る 「民 主主義」 とは異 なる市民的 自治 の

構想 として理解 す る彼 の 自治論 は,こ の 意 味 で,住 民 自治 に 必要 な,議

会 主義 には 吸収 しきれ な い社 会 的 な条件一 一大都 市化 に よって伝統 的 な

市民構 成 が破 壊 されつ っあ ったが ゆえに,「 歴 史 的 見 解 」 に 立 つ ギー ル

ケ の制度構想 は しば しば時代遅 れの主張 を含ん でいたが一 に まで 目を

向け た もの だった といえ よう。本論文 の意義 につ いては,更 に 山本 洋 子

「オ ッ トー ・フ ォ ン ・ギー ル ケの地 方 自治論 におけ る 『市民 団(Burger -

schaft)』 モ デ ル 」(神 奈 川大 学大 学 院法 学研 究論 集7号)を も参 照 して い

た だ け れ ば 幸 い で あ る。

なお,原 文 イ タ リッ ク体 に は傍 点 を付 した。 また,訳 者 が 言 葉 を補 っ

た り,源 綴 り,人 名 の 生 没 年 を付 記 した場 合 に は角 括 弧[]で 囲 ん

だ 。
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翻 訳

オ ッ トー ・フ ォ ン ・ギー ル ケ 「シュ タ イ ンの都 市 条 令 」

山本洋子 ・大野達 司 共訳

訳者はしがき

本 稿 は,ギ ー ル ケ が1909年 に 皇 帝 誕 生50年 を記 念 して ベ ル リ ン大 学

で 行 っ た 講 演OttovonGierke;DieSteinscheStadteordnung(初 出Die

SteinscheStadteordnung,1909,原 文 はJuliusvonGierke;DieersteReform

desFreihernvomStein,1957に よ っ た。)を 翻 訳 し た も の で あ る。

ギ ー ル ケ が,有 機 体 的 国 家 論 を 展 開 す る と と もに,独 自の 団 体 人格 実

在 説 に 基 づ い て 国 内 の 自生 的 諸 団 体 の 自立 性 を擁 護 し た の は よ く知 ら れ

て い る 。 自生 的 団 体 と し て の 性 質 を 認 め ら れ た 自 治 体 一一 一 と りわ け 自 治

体 系 の 最 小 単 位 で あ る 市 町 村,す な わ ち 「ゲ マ イ ン デ(Gemeinde)」 一

一 が
,国 家 に 対 して 独 自の 権 利 を持 つ と い う ギ ー ル ケ の 見 解 は,い わ ゆ

る 「自治 体 の 固 有 権 説 」 の0つ の 典 型 とみ な さ れ て い る。 固 有 権 説 に 立

つ 彼 の 自治 論 は,地 方 自 治 を 国 家 団 体 と地 方 自治 団 体 の 関 係 と し て 法 律

学 的 に 説 明 す る 大 陸 型 の 自 治 論(団 体 自治)の 中 で,自 治 体 行 政 の 自由

な 活 動 の 範 囲 を法 的 に保 障 し よ う と し た もの で あ っ た 。 しか し,同 時 に

そ れ は,団 体 自治 の 枠 組 み の 中 で,自 治 体 に 対 す る 市 民 の 政 治 的 権 利 を

も要 求 す る も の(住 民 自治)で も あ っ た 。 こ の 意 味 で,彼 は,シ ュ タ イ

ン の 「都 市 条 令(OrdnungfUrsamtlicheStadtederpreuBischenMonar-

chiemitdazegehorigerInstruktionbehufsderGeschaftsfuhrungder

StadtverordnetenbeiihrenordnungsmaBsigenVersammulungen)」 に お い
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